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聞
５
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０
２
１
５
０
５

井

口

藤

藤

下

オ
レ
ン
ジ
色
の
救
助
服
に
身
を
包

み
、
火
災
交
通
事
故
化
学
災
害
な
ど

あ
ら
ゆ
る
災
害
現
場
へ
急
行
。
特
殊
な

装
備
や
機
材
を
駆
使
し
て
逃
げ
遅
れ
た

人
や
負
傷
者
を
助
け
出
す
レ
ス
キ
ュ
ー

隊
員
。
そ
の
緊
張
感
溢
れ
る
活
動
の
裏

で
ど
ん
な
努
力
や
苦
労
、
喜
び
が
あ
る

の
か
、
港
消
防
署
の
横
山
副
隊
長
に
訊き

い
て
み
ま
し
た
。前
回
は
、
火
事
に
は

消
火
・
は
し
ご
・
救
急
・
救
助
の
四
隊

セ
ッ
ト
で
出
動
す
る
こ
と

阪
神
大
震

災
で
は
消
火
や
捜
索
で
と
て
も
悔
し
い

思
い
を
し
た
こ
と

な
ど
を
話
し
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
さ
て
今
回
は

。

◆
阪
神
大
震
災
の
ほ
か
に
印

象
に
残
る
出
動
経
験
は
？

数
年
前
に
出
動
し
た
店
舗
放

火
事
件
で
す
。
火
の
回
り
が
非

常
に
早
く
、
五
名
が
亡
く
な
ら

れ
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
逆
に
、
昨
年
秋
に
は
港
区

内
の
ビ
ル
火
災
に
出
動
し
、
屋

上
に
避
難
し
た
三
人
を
無
事
救

出
で
き
ま
し
た
。
火
勢
が
衰
え

た
の
を
見
て
屋
上
に
上
が
り
、

隣
の
屋
根
伝
い
に
脱
出
す
る
の

を
誘
導
し
た
の
で
す
。

そ
し
て
最
近
の
特
徴
は

閉

じ
込
め
事
件

の
増
加
で
す
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
か
ら
の
通
報
で

団
地
へ
急
行
し
、
施
錠
さ
れ
た

部
屋
か
ら
独
居
高
齢
者
を
救
出

す
る

な
ど
の
ケ
ー
ス
が
目
立

ち
ま
す
。

◆
出
動
が
な
い
時
は
ど
ん
な

風
に
過
ご
さ
れ
ま
す
か
？

一
日
お
き
の
二
十
四
時
間
勤

務
で
土
日
祝
や
盆
正
月
は
無
関

係
で
す
。朝
八
時
半
に
出
勤
し
、

訓
練
や
事
務
処
理
、
そ
れ
に
消

火
栓せ

ん

調
査
、
地
域
指
導
、
立
ち

入
り
検
査
な
ど
に
も
携た

ず

わさ

り
ま

す
。
二
十
三
時
か
ら
朝
六
時
ま

で
は
仮
眠
で
す
が
、
交
替
で
受

付
に
就つ

い
た
り
し
ま
す
。

◆
調
査
や
指
導
の
仕
事
も
あ

る
と
は
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
も
訓
練
が
大
き

な
位
置
を
占
め
る
と
思
い
ま
す

が
、
種
類
は
ど
れ
く
ら
い
？

基
本
と
な
る
数
十
種
類
の
訓

練
（
応
急
ば
し
ご
訓
練

前
号

に
写
真

な
ど
）
が
あ
り
、
そ

れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
応
用
訓

練
も
含
め
る
と
無
数
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
訓
練

を
こ
な
す
た
め
に
も
ラ
ン
ニ
ン

グ
や
筋
ト
レ
な
ど
の
自
主
ト
レ

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

◆
辛
い
と
感
じ
る
こ
と
は
？

必
ず
一
日
お
き
に
ひ
と
晩
家

を
空
け
る
の
で
、
家
族
の
安
全

が
気
に
な
り
ま
す
。
ま
た
仮
眠

を
と
り
ま
す
が
熟
睡
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
辺
が
辛つ

ら

い
と
い
え

ば
辛
い
こ
と
で
す
か
ね
。

◆
逆
に
喜
び
や
や
り
が
い
を

感
じ
る
の
は
？

救
出
現
場
で
ご
苦
労
さ
ま

あ
り
が
と
う

の
声
を
頂
い

た
時
で
す
。
こ
の
感
激
は
私
た

ち
の
い
わ
ば

宝
物

で
す
。

◆
今
後
の
抱
負
を

い
ざ
と
い
う
時
に
お
役
に
立

て
る
よ
う
体
力
を
維
持
し
、
救

出
能
力
を
高
め
続
け
る
こ
と
、

こ
れ
に
尽
き
ま
す
。
絶
え
ず
違

う
ケ
ー
ス
に
遭
遇
す
る
こ
と
か

ら
緊
張
や
不
安
は
当
然
あ
り
ま

日常訓練で培う技術と体力

沈着 冷静に 高い使命感

市
民
の
喜
び
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
高
度
な
訓
練
に
励
む
港
消

防
署
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
（
右
か

ら
２
人
目
が
横
山
副
隊
長
）

▲

す
が
、
ど
ん
な
事
態
に
も
冷
静

・
沈
着
に
行
動
で
き
る
隊
員
で

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
最
後
に
、
港
区
の
皆
さ
ん

に
何
か
ア
ピ
ー
ル
を

私
た
ち
は
二
十
四
時
間
、
三

百
六
十
五
日
、
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
が
、
区
民
の
皆
さ
ん
に

も
自
分
に
で
き
る
防
災
努
力
を

し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、

平
成
二

十
三
年
六
月
一
日
か
ら
義
務
と

な
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
を
で
き
る
だ
け
早
く

消
火

器
を
設
置
し
て
正
し
く
使
え
る

よ
う
練
習
し
て
お
く

な
ど
で

す
。
そ
う
し
て
、
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
合
わ
せ

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
市
民
の
安
全
の
た
め
の
使

命
感
溢
れ
る
活
動
に
改
め
て
敬

意
を
表
し
、
今
後
の
一
層
の
ご

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

垂
直
の
壁
を
昇
り
降
り
す
る
登

は
ん
訓
練

と
降
下
訓
練

●
子
ど
も
会
ソ
フ
ト
・
キ
ッ
ク

大
会

平
成
二
十
一
年
度
港
区

子
ど
も
会
親
善
冬
季
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
・
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

大
会
が
一
月
二
十
四
日
に
八
幡

屋
公
園
多
目
的
広
場
で
開
催
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
は
十
二
チ
ー

ム
が
出
場
。
予
選
突
破
四
チ
ー

ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

を
制
し
た
港
晴
こ
ど
も
会
が
優

勝
、
南
市
岡
子
ど
も
会
が
準
優

勝
、
波
除
地
区
子
供
会
と
築
港

子
ど
も
会
が
三
位
。
他
に
八
幡

屋
、
池
島
、
三
先
、
市
岡
、
市

岡
元
町
、
弁
天
、
田
中
、
磯
路

も
健
闘
。
港
晴
は
五
連
覇
。
キ

ッ
ク
ベ
ー
ス
に
は
十
二
チ
ー
ム

が
出
場
。
予
選
突
破
四
チ
ー
ム

に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を

制
し
た
三
先
子
ど
も
会
が
優

勝
、田
中
子
ど
も
会
が
準
優
勝
、

磯
路
連
合
こ
ど
も
会
と
市
岡
元

町
子
供
会
が
三
位
。他
に
築
港
、

港
晴
、
八
幡
屋
、
池
島
、
市
岡
、

南
市
岡
、
波
除
、
弁
天
も
健
闘
。

三
先
は
連
覇
。

●
市
バ
ド
大
会
で
港
区
チ
ー
ム

健
闘

平
成
二
十
一
年
度
市
長

杯
第
十
三
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
（
大
阪
市
な
ど
主
催
）

が
一
月
二
十
四
日
、
大
阪
市
中

央
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
港
区

か
ら
四
チ
ー
ム
（
男
二
、
女
二
）

が
出
場
。
こ
の
う
ち
港
区
男
子

チ
ー
ム
（
大
平
義
博
、
鈴
木

泰
人
、
斉
藤
聡
史
、
鳥
淵
翔
大
、

西
尾
剛
士
、
高
石
伸
一
、
西
山

浩
一
）

写
真

が
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
進
み
三
位
入
賞
。

●

八
幡
屋
（
少
年
少
女
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
）
は
一
月
九
日

に
蹴
り
初ぞ

め
。
父
母
や
監
督
・

コ
ー
チ
も
加
わ
っ
て
盛
り
上
が

っ
た
。
一
月
三
十
日
に
は
対
外

試
合
に
出
場
。体
験
入
部
随
時
。

女
子
歓
迎
。
小
学
生
部
（
一

六
年
生
）
は
水
・
木
・
土
曜
の

十
七

十
九
時
、
部
費
は
月
二

千
円
。
幼
児
部
（
年
中
・
年
長
）

は
土
曜
十
六

十
七
時
、
部
費

は
月
五
百
円
。
練
習
は
八
幡
屋

小
で
。

〇
九
〇

九
一
六
〇

七
七
三
七
堀
之
内
監
督
。

●
港
区
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室

大
阪
み
な
と

バ
レ

ー
と
共
に
人
へ
の
思
い
や
り
、

仲
間
や
規
律
の
大
切
さ
も
指
導
。

二
月
は
六
年
生
卒
団
式
・
親
子

大
会
を
予
定
。三
月
は
六
日（
土
）

池
島
小
、
七
日
（
日
）
南
市
岡

小
、
二
十
七
日
（
土
）
三
先
小

で
九

十
二
時
練
習
。
見
学
・

体
験
歓
迎
。

〇
七
〇

五
六

五
九

四
八
三
一
萬よ

ろ

井い

。

●
な
み
は
や
小
学
生
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
教
室

園
児

小
学
生
が

協
力
し
合
い
、
高
学
年
と
低
学

年
に
分
か
れ
て
習
熟
度
別
に
練

習
。
二
月
は
七
日
（
日
）
と
二

十
七
日
（
土
）
の
九

十
二
時

に
市
岡
東
中
で
練
習
。
見
学
・

体
験
歓
迎
。
希
望
者
は
軽
装
、

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
持
参
。
月
会

費
無
料
。

〇
九
〇

一
一
四

七

〇
二
一
〇
松
井
。

●
少
年
野
球

連

合
（
港
ヤ
ン
キ
ー
ス
、
福
崎
ヤ

ン
チ
ャ
ー
ズ
、
北
恩お

加か

島じ
ま

少
年

野
球
部
、
市
岡
ア
ト
ミ
ッ
ク
、

弁
天
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ン
ズ
、
港

侍さ
む

ジら
い

ャ
イ
ア
ン
ツ
の
軟
式
六
チ

ー
ム
）
の
卒
団
大
会
が
一
月
二

十
三
日
開
幕
。
八
幡
屋
公
園
多

目
的
広
場
で
の
開
会
式
で
は
駿す

る

河が

会
長
が

勝
ち
負
け
に
こ
だ

わ
ら
ず
一
球
一
打
を
大
切
に

と
激
励
。
港
ヤ
ン
キ
ー
スあ

東ず
ま

孝た
か

信の
ぶ

主
将
が

監
督
、
コ
ー
チ
、

父
兄
に
感
謝
し
、
正
々
堂
々
と

戦
う

と
宣
誓

写
真
。

六

五
七
六

七
一
九
一
駿
河
。

●
大
阪
・
港
ボ
ー
イ
ズ
（
少
年

硬
式
野
球
）
中
学
部
は
一
月
五

日
に
三
津
神
社
参
拝
、
今
年
の

活
躍
を
誓
っ
た
。
十
七
日
に
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
野
球
教
室
で
新
た

な
技
術
を
吸
収

写
真
。
二
月

十
一
日
に
新
入
団
生
体
験
練
習

と
説
明
会
。
体
験
練
習
随
時
。

六
五
七
一

六
七
五
三
さ
ん

わ
ス
ポ
ー
ツ
か

〇
九
〇

二

一
九
八

〇
四
二
七
奥
村
。

●
弁
天
出
身
の
力
士
・
天あ

ま

ノの

若わ
か

大
相
撲
初
場
所（
東
京
両
国

国
技
館
）
で
一
勝
六
敗
。
序
二

段
・
西
一
四
枚
目
、
玉
ノ
井
部

屋
。
本
名
天
野
清き

よ

智と
も

、
三
十
歳
。天ノ若
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